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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]
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評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）
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安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

水の安定供給

安定給水の確保

（企業会計）水道配水管網整備事業

上下水道局

水道整備課

087-839-2741

市

平成 年度～28

一般重点 ③インフラ・施設等整備

毎年度の布設・布設替延長 ｍ

総布設・布設替延長（水道配水管） ｍ

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

安全で良質な水道水を安定的に供給するため、水道施設整備事業計画（平成２３年～平成４２年）に基づき、配水管未整備路線
への配水管の整備や老朽配水管の更新を行うとともに、震災等の非常時に備えたバイパス管の整備、合併町間との相互連絡管の
布設や未給水地区の解消等の配水管整備を効率的、効果的に実施する。
※相互連絡管の布設　旧市～合併町及び合併町間１２路線を整備、総延長７，４００ｍ
※未給水地区の整備　２１年度以降の計画延長　９，９５０ｍ，目標年度　３０年度

配水管布設工事　口径７５～８００ｍｍ　２，５２０ｍ

未給水地区、幹線道路などの配水管未整備路線、各合併町との連絡路線、優先順位の高い老朽管路線、出水不良地
区及び下水道整備路線。

配水管未整備路線の解消、経年管の老朽化等による漏水事故対策、出水不良地区等を解消するとともに、震災、渇
水等の非常時に備えるため配水管の耐震化を図る。

水道施設整備事業計画に基づき概ね達成でき
ている。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 うち　・未給水　口径７５ｍｍ　１６０ｍ
　　　・連絡管　口径７５ｍｍ　４００ｍ
配水管布設替工事　口径５０～８００ｍｍ　１３，０４０ｍ
配水管布設（単独工事）出水不良解消，下水関連，移設等１，１６８ｍ

％100.1

点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

1,650,793 1,554,202 2,131,392 2,588,214

1,414,483 1,302,699 1,883,330 2,340,152

236,310 251,503 248,062 248,062

Ａ 継続

　老朽配水管の更新による耐震化率の向上を目指すとともに、財政面との整合性を図りながら、効率性・経済性に考慮して、優先順位の高い
ものから計画的に行った。

　より安定性の高い管路網の整備を実現するため、水道施設整備事業計画に基づき、管路管理システムを利用した、配水管網の再評価を行い
、効率性・経済性を考慮して優先順位が高いものから推進する。

2,179,981 2,186,181 2,191,931

2,183,241

14,167 14,687 13,647


